
 

 

 

 

 

 

 

日本記者クラブ「囲む会」 

非公式調整時代の終わり 

ジェラルド・カーティス コロンビア大学教授 

２００５年３月８日 

 

 

40年間、日本の政治を見つめてきたコロンビア大学のジェラルド・カーティス教授によ

ると、昨今の日本は55年体制の特徴であったinformal coordination (非公式調整、別名
「癒着」)のメカニズムが崩れつつある時代だという。政治家や政党同士の癒着や政財官

の「非公式調整」が「昔のようにはうまくいかなくなった」(the system doesn’t work 
anymore)時代だという。教授の言う「非公式調整」にはマスメディアと政治のそれも含
まれている。 
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 僕は最近、いろんなところで講演をするんですが、

きょうほど緊張した気持ちで講演することはないと思

います。僕がずうっと昔からいろいろと教えてもらっ

ている新聞記者が目の前にいますし、僕が非常に尊敬

する政治の専門家がこの部屋にたくさんいらっしゃる

ので、びっくりしているのです。何をしゃべれば、皆

さんの退屈しない１時間になるのかと考えているんで

す。しかしとにかく話さなければならないから、この

際皆さんにざっくばらんに、５５年体制を振り返って、

僕がみるところをしゃべって、それで、質疑の時間を

できるだけ長くして、議論、反論をいろいろしていた

だきたいと思います。 

 

 the system worksの時代 

 ただ、僕はコロンビア大学で３５年教えています。

僕の授業も聞いたことある人ならご存じのとおり、コ

ロンビア大学の授業って、１時間５０分なんですよね。

３５年間、口をあけると１時間５０分たたないと止ま

らないというのが癖になってしまっている。１時間５

０分を何とか５０分だけにして、あと質疑の時間にし

たいので、時計を目の前に置いて話そうと思います。 

 『代議士の誕生』という本が出版されたのが１９７

１年で、僕が調査したのが１９６６年の夏から１年間

ですから、もう４０年たったんですね。僕が最初に日

本に来たのが１９６４年の東京オリンピックのあった

その夏のことです。生まれて初めて日本に着いて、１

年間、日本語の勉強をしたんですが、その当時を振り

返って日本のどこがおもしろかったかというと、とに

かく日本のシステムはうまく機能を果たしている。英

語でいうと、“the system works”ということでした。

では、どういうふうにこのシステムが機能を果たして

いるのかという点に興味というか好奇心があって、僕

とか、僕の同僚の若い日本の研究者が来日したのです。 

 それで、僕は大分県に行って、日本のグラスルーツ

デモクラシー（草の根民主主義）がどういうふうにな

っているのか、ということを、ニュートラルな気持ち

で研究しようと思った。 

 前の世代の日本の専門家というのは、特に戦前だっ

たら、ライシャワーさんみたいに宣教師の子どもが多

かった。あとは第二次世界大戦の最中に陸軍日本語学

校、海軍日本語学校を出られた人たちが僕の先輩で先

生たちだったんですけれども、彼らは、また別の問題

意識があったんです。 

 例えば、日本の占領時代に行われた改革は、本当に

日本を民主主義国に変えたのだろうか、というのが第

二世代の人たちの問題意識だったのです。占領時代が

どれほど成功するかとか、日本が近代化して、アメリ

カのような国になるかどうか、そういう発想だったん

です。 

 しかし、我々第三世代の人間は、どっちかといえば、

ニュートラルで「とにかく日本のシステムはうまくや

っている。高度経済成長であるし、アジアで初めての

民主主義国でもある。一体どうなっているのか」とい

うことをみに来たわけです。 

 

 小泉さんが変化を遅らせた!? 

 そう考えてみれば、いまの日本をどういうふうにみ

ているかというと、もう the system doesn't work 

anymore（うまくいかなくなった）という感じが非常に

強くするのです。５５年体制といわれるシステムが、

もう機能をうまく果たしていない、行き詰まっている。

それで大きな転換期にあることは間違いないんですが、

古いシステムが崩れつつあるのに新しいシステムにま

だなっていない。何か変化はあるんだけれども、いま

のところは、大体中途半端な変化の形になっているか

ら、かなり長生きしないと、この変化が新しいシステ

ムをみることはないんじゃないかと思うぐらいに、ペ

ースが遅い。 

 ある意味では、結果として小泉さんが総理大臣にな

ったことによって、日本の政治の変化が遅れていると

いうか、ストップされている面もあるんですね。 

 例えば、小泉さんではなくて、橋本龍太郎さんがま

た総理大臣になったのならば、自民党は分裂したかも

しれないし、いろんなハプニングのある政治情勢にな

っていたのではないかと思うんですが、小泉さんとい

う人の個人的な人気があることによって、崩れてきた

自民党の支持基盤が、大きな政治の変化にまだつなが

っていない。 

 小泉さんがやめてから、いろんな動きが出てくると

思うんですが、現時点では、皆さんはどう思うかわか



 3 

りませんが、私からみれば、４０年間、日本の政治を

みてきた一人として、ある意味で、これほど不毛の政

治情勢はないともいえる。政治家そのものもおもしろ

い人が少ないし、国会の討論もつまらない。日曜日の

朝のテレビをみていると、〈きょう、一体何をテーマに

すれば、人がみてくれるか〉すごい苦しんでいるよう

な感じさえ受けますよね。しかし、もっと長いスパン

でみると、今は政治の大きな転換期にある。 

 

 「５５年体制」とは何だったのか 

 きょう話したいと思ったのは、５５年体制から５０

年もたって振り返ってみて「５５年体制というのは何

であったのか」「基本的に何がその時代の特徴であった

のか」「どうしていま、そういうシステムが崩れてきて

いるのか」ということなのです。 

 ５５年体制とは何だったのか。いろんな解釈がある。

例えば官僚が全部政策を決めたとか、一党支配のどう

のこうの、いろいろいうんだけれども、確かにみると、

５５年体制の何よりの特徴というのが、いろんなパワ

ーエリートの間の「非公式な調整メカニズム」、英語で

いうと、インフォーマル・コーディネーション・メカ

ニズムというものが非常にうまく機能を果たしていた。

官僚と政治家の間における目にみえないところでのコ

ミュニケーションがその一つ。 

 あとは、与党と野党の国対政治という形でインフォ

ーマルな調整メカニズムが働いて、自民党と社会党の

間の一種の癒着があった。それに、官邸と自民党、官

邸と政党のインフォーマルコーディネーションも非常

にうまく機能を果たしていた。 

 それから、これをきょう、特にぶつけたいと思った

のは、マスコミと国家のコーディネーションメカニズ

ム、これも一種の癒着というメカニズムがうまく機能

を果たしていた。 

 最後には財界と国家。大体僕は、この５つのパワー

エリートの間の非公式な調整メカニズムが崩れてきた

のが、５５年体制の終焉を意味すると思っているんで

す。 

 この非公式な調整メカニズムというものが崩れてき

ているのは政治の世界だけではない。僕は最近すごく

思うのに、政治に興味を持つ人たち（学者とかジャー

ナリスト）は、政治そのものがおもしろいというより

も、政治をみることによって、その社会がよくわかる

ということだと思うんですね。 

 政治を研究するというのは、日本の社会をみる一つ

の窓である、政治はその社会をみる窓である、その窓

から日本の社会を眺めて分析しようとするのが僕の仕

事だと思っているんですけれども、いま言った、イン

フォーマルな調整メカニズムというのは、昔から、非

常に日本的なものだなと思っているんです。 

 

 日本はフォーマルな社会 

 日本はある意味で非常にフォーマルな社会なんです。

ヒエラルキーがはっきりしているし、しかし、フォー

マルなものが強ければ強いほど、インフォーマルなコ

ーディネーションをしないと行き詰まってしまうんで

す。ですから、日本人ほど、インフォーマルなことを

重視する文化もあまりないと思う。 

 だから、昼間のフォーマルな会議でいうよりも、夜、

どこかで飲みながら話し合った方がいい。夜の方が、

インフォーマルなコーディネーションができるからで

す。これは日本社会の特徴であって、政治もその一つ

なんです。 

 だから例えば堤義明さんが逮捕されたことについて、

新聞でみていると、もう３０年、このことをやってい

るなどと書いてありますね。３０年間やっていたこと

が、いまになって逮捕されるということは、いままで

３０年、新聞記者が知っていても、記事にもしないし

問題にしなかったということですね。これが一種のイ

ンフォーマル・コーディネーションなんです。 

 本当は、彼のホールディングカンパニーが株を全部

持っているけれども、個人の名前を貸してもらって、

それで一応「株主」ということにするのは皆知ってい

るのだろうけれども、いままで問題にならなかった。 

 フジテレビとライブドアのことも、ニッポン放送が

フジテレビのホールディングカンパニーであるけど、

ニッポン放送の方が小さいのにこれはだれも問題にし

ない。それで、インフォーマルなコーディネーション

でフジサンケイグループでやることを、ほかの人たち

は邪魔しない。これが、あの３２歳の、会社の社長か

テレビタレントになろうとしている人かわからないけ

れども、彼がそういうルールを批判して、インフォー

マルなコーディネーションメカニズムを壊して、フォ



 4 

ーマルなルールに基づいてチャレンジしている。 

 最近の日本をみていると、もう、いっぱいあるんで

すね。終身雇用制をなくさないで、しかし、正社員を

だんだん少なくして、契約社員を多くするという変化、

あるいは朝日新聞とＮＨＫの事件、これも何を意味す

るかということは、いま言ったような非公式な調整メ

カニズム、自民党とＮＨＫの調整メカニズム、新聞と

政治家の調整、これらが全部、いま日本では崩れてき

ている。 

 それはなぜなのかということ、またそれに代わるも

のは何になるだろうか、そういうような話をしたいと

思うんです。 

 結論的にいえば、日本の社会が大きく価値観が変わ

ってきたから、以前に通用したやり方や慣習が、いま

日本人の社会の中では通用しなくなったんですね。 

 ですから、よく９０年代のことを「失われた１０年」

というんですけど、僕は９０年代は「失われた１０年」

と一切思っていなくて、これほど日本を変える１０年

はなかったと思っているんです。 

 明治維新、戦争直後の占領時代、９０年代、これは

やっぱり日本の歴史の中で大きな転換期だったと思う。

多分、この場合の「転換期」とは１９９０年から２０

１０年までの２０年間のことだと思うんですけれども、

日本は大きく変わってきたし、特に価値観が変わって

きたと思います。 

 

 官僚と政治家の関係 

 さて、官僚と政治家の関係、与党と野党の関係、官

邸と党の組織の関係、マスコミと国家の関係、財界と

自民党の関係、これを簡単に一つずつお話ししたいと

思います。 

 なぜ自民党が４０年近くもずうっと党として支配で

きたのか？ 僕は、自民党の特徴というのは、要する

に政策通である元官僚と、選挙民の要望に非常に敏感

な党人派が一緒になって、またお互いに緊張感を持ち

ながら、党をつくった。これが自民党が成功した一つ

の大きな理由であると思うんです。 

 『代議士の誕生』に書いたかどうか覚えていません

けれども、佐藤文生さんが当選したあの晩、別府でお

祝いパーティーをして、元伴睦派の村上勇さんが大分

一区の人で、大分県で大ボスだったんだけれども、村

上さんが佐藤さんの事務所に来てあいさつをして、涙

を流しながらいったのが、「皆さんが、官僚ではない党

人派の政治家を一人ふやしてくれて、ありがとうござ

いました」ということだった。 

 自民党の中に、官僚と党人派の間の争いがすごくあ

ったのです。しかし、これらが一緒になったからこそ、

自民党が長い間、政権を持つことができたのです。 

 というのは、自民党がもっと官僚だけの政党になっ

てしまっていたら、これはテクノクラートの集まりの

政党で、一般の国民からみれば嫌な感じがしたと思う

んです。あるいは党人派ばっかりだったら、党人派は、

どぶ板政治家といわれるように、選挙区ではうまくや

るんだけれども、国にとっての政策なんかはあまり興

味ない。多くが県会議員上がりの人たちですから、党

人派の政党だけになってしまったら、これもだめだっ

たんです。一緒になったのが自民党の特徴で、ほかの

国ではなかなかないことです。 

 最初の頃の自民党にいた元官僚というのは、皆、結

構偉い官僚だったのです。次官とか局長とかそういう

人たちばかりだったんです。池田とか佐藤とか福田と

か大平とか、みんなそうですよね。 

 ですから、官僚と政界の関係というのは、ツーウエ

ー（双方向）のコミュニケーションがあったんです。

官僚が全部決めて、政治家がそれに従うというのが一

般に言われているけれどそれは大間違いであると思う。

このツーウエーのコミュニケーションがあって、元は

大蔵省の次官であった政治家にとっていま、大蔵省に

いる次官、局長はみんな自分の後輩であるから、この

ことを絶対に通そうと思えば、通せたんですね。 

 しかし、後輩が一生懸命やっていることに耳を貸す

のも元官僚の政治家でした。そういうコミュニケーシ

ョンがあって、またどういうふうにこれを国会で通せ

るかというのは、それは党人派の人たちが中心になっ

て交渉する。これがなかなかうまくいったんです。こ

のシステムが完全になくなったのが、日本の政治の大

きな変化です。 

 いまでも官僚が政治家になるんだけれども、ほとん

ど３０歳前後の若い人たちです。コロンビア大学の大

学院にでも来て２年間勉強して、官庁に戻らないで、

お母さんを泣かせながら「おれは政界に出るよ」とい

って官僚をやめる人もいる。要するに若い官僚が政治
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家になる彼らは、上まで行った官僚のような知識もな

ければネットワークもない。人間関係もない。頭はい

いかもしれないけれども、「熱心な大学院生」という感

じのする若い政治家が少なくないですね。昔の官僚出

身者と違う。 

 

 「党人派」が死語になった 

 最近、若い人たちと話をすると、「党人派」という言

葉が死語になっているのに気がつく。ほとんど日本で

は使われていない言葉になってしまった。野中広務と

か青木幹雄のようなラストサムライならぬ「ラスト党

人派」の時代が終わったんです。 

 党人派がいなくなって、どういう人たちが出てきた

か。党人派の子どもたち、つまり二世議員です。二世

議員は全然地方の選挙に出たこともない。彼らのお父

さんたちは「危ないことをやるのがおもしろくてしよ

うがない」と思っていた。これが党人派の一番の特徴

なのです。政治そのものが楽しくてしようがない、そ

ういう時代は終わりましたね。ですから、政策決定過

程が非常に行き詰まってきて、昔のようなシステムが

うまくいかなくなった。 

 もう一つ、官僚は日本の歴史の中で、ベスト・アン

ド・ブライテストであったという、その神話も９０年

代に崩れたということがまた大きな意味がある。 

 いずれにしても、ここでいわんとすることは、５５

年体制を支えていた一つの非常に基本的な特徴、政策

通の元官僚と党人派が一つの政党をつくって、彼らが

官僚とうまくコミュニケーションをしながら政策をや

ってきた、この構造が崩れてきたということです。 

 いま、政治主導ということがいわれます。僕、この

「政治主導」という言葉に違和感があって、何か若い

政治家は大きな勘違いをしているのではないかと思う

んですね。 

 「政治主導」って、大体日本の政治家がいうのは、

官僚ではなくて、おれたちがやるんだという意味なん

です。しかし、政治家が官僚の仕事をやるのだったら、

だれが政治家のやるべき仕事をやるのかということに

なるんですね。日本の場合、「政治家の官僚化」の道を

歩んでいるような気がしてならない。政治家は官僚と

違った役割を果たすべきであって、官僚をうまく使う

かどうかが政治家にとっての一つの大きな義務である

んだけれども、いまでいう日本の「政治主導」はどう

かと思うのです。 

 

 自民・社会の癒着構造 

 もう一つは、９４年だったかな、細川政権が倒れて、

羽田政権は１カ月ぐらいしかもたなくて、社会党の委

員長が総理大臣になって、自社連合ができたので、み

んなびっくりしたわけです。しかし、その背景には、

長年にわたる自民党と社会党の癒着構造があったから

こそできたんです。「国対政治」という言葉があるよう

に、国会対策委員会の委員長たちが密かに会って、こ

の国会で何を通すか、何を通さないか、どうすればい

いのかということを話し合うシステムが非常にうまく

機能を果たした。 

 特に６０年代の半ばごろから８０年代の終わりまで、

このシステムがうまくいったのは、６０年代の半ばご

ろから社会党が、自分たちには政権をとる可能性がな

いということがわかって、そのときからあきらめてい

たので、自民党という政党がずうっと権力を持つ、そ

の環境の中でどうすればいいのかということを考える

ようになったということ。それが癒着構造につながる

のです。 

 『永田町政治の興亡』に書いたと思うんですけれど

も、ある自民党の議員（話したときは自民党ではなく

て、新進党へ行った人だけれども）が、自民党にいた

ときの国会対策委員会の副委員長になったときの話を

してくれたんです。 

 彼はなかなかまじめな、通産省出身の若い政治家だ

けれども、国会対策委員長の梶山静六さんに会いに行

って、「この大事な仕事をするためにいろいろと勉強し

たい。どうすればいいんですか」と聞いたら、すぐ返

事が来て、「おまえ、歌を３０曲ぐらい覚えろ」といわ

れたらしいんです。後になってわかったんだけれども、

ほとんど毎晩、赤坂、新橋で野党の議員と宴会をした

り、後でカラオケへ行って歌ったりして、歌を３０曲

ぐらい知らないと恥をかくということだった。 

 国会対策委員長の中川さんと去年、食事をしたとき

の話だけれども「最近、民主党の人たちと夜、赤坂あ

たりで飲むということはもうない。昼間会ったり、あ

とは電話で話をする。それはいろいろと交渉はするん

だけれども、もっと明るいところでやる」というんで
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す。多分本当だろうと思うんです。 

 ですから、この間、僕も久しぶりに赤坂のお座敷に

誘っていただいて、うれしかったんですが、僕と同じ

ぐらい、６０過ぎている芸者さんと話をしたら、「自分

が赤坂にいた３０年前には４００人も芸者さんがいた

けれども、いま２８人しかいない」というのです。４

００人が２８人になったその変化も、この国対政治と

無関係ではない。 

 そのような変化がすごくあって、与党、野党の癒着

関係が変わってきた一番大きな理由は、いまの民主党

は、自分は政権がとれるんだという期待があるという

ことです。もし次の選挙で自民党が圧勝して、民主党

が政権をとる可能性は当分ない、というような結果に

なれば、多分、国対政治は復活すると思うんです。 

 要するに、政治家が、自分が政権をとれないのだっ

たら、いまの環境の中で、自分を支持してくれる人た

ちのためにどうすればいいのか、また自分が代議士と

して何とかやっていくためにどうすればいいのか。力

がない者ほど買収されやすいものはない。民主党は政

権がとれると思っているから、いま、自民党と癒着す

るメリットは一切ないわけです。 

 次の選挙、どっちが勝つかわかりませんけれども、

日本は二大政党制というか、ツープラスの制度に変わ

りつつあることは間違いない。「ツープラス公明党」と

いう意味なんですけれども。そういう方向にいくのだ

ったら、こういう古い与党と野党の関係は大きく変わ

るはずです。 

 

 官邸と自民党の関係 

 ３番目、官邸と自民党の関係。僕は、日本の議会制

民主主義の、ほかの国にみられない特徴だと思うのは、

これは戦前から与党である政党と政府が対等な立場に

あるという、不思議な伝統があるということです。 

 だから、いまでもある「政府与党連絡会議」のよう

なものが日本ではよく開かれるんです。イギリスの場

合だったら、とにかく政権をとれば、与党の大物は皆、

政府に入ってしまう。政党に残るのは、次の選挙の準

備委員会みたいなことをやる人たちであって、力が全

部政府に行くわけです。 

 ですから、イギリスとか、ほかのヨーロッパの議会

制民主主義をやっている国々で日本みたいに与党の三

役（幹事長、政調会長、総務会長）が大きな力を持つ

ということは、僕が知っている限り、どこにもない。

いいか悪いかという話ではなくて、非常に日本的な特

徴です。 

 例えば、幹事長の立場。これは政友会から来る伝統

であって、政調会長、総務会長が大きな力を持つとい

うことも、戦前からの日本の伝統であるのです。 

 僕は、小泉さんがやっていることの中で、もしかし

たら一番意味のあることとして歴史に残るのではない

かと思うのは、日本の政策を官邸を中心にやることで

自民党の力を弱めている、弱めようと努力もしている

ということで、これが非常に大きいと思うんです。 

 これは小泉で始まったことではなくて、橋本龍太郎

がまず、行政改革でもって、より官邸中心で政策決定

過程のシステムを変えようとしたんですけれども、小

泉さんはそれを非常に強くやっている。それに対して

自民党が猛反対をして、例えば、国会に出す法案をま

ず自民党で承認を得るという伝統を、小泉さんがつぶ

そうとすると、「これは独裁だ」などという。小泉さん

の後、だれが総理大臣になるかにもよるでしょうが、

もとのシステムに戻るということは、多分、もうない

だろうと思うのです。 

 外国の例で、この日本の伝統に相当する党と官邸の

関係を強いて挙げるならば、議会制民主主義の国では

なく、大統領制のアメリカなんです。というのは、ブ

ッシュ大統領の場合、共和党は議会で過半数を持って

いるんです。上院も下院も共和党が過半数になってい

るんです。しかし、大統領が通したい法律を何でも通

せるわけではなくて、その上院、下院の共和党の幹部

たちと交渉しなければならない。これは官邸と自民党

の関係に非常に似ているのです。 

 ですから、官邸が強くなることによって、日本のシ

ステムが、大統領的総理大臣主導の政治になるという

人もいるんですけれども、そういう方向に行っても、

伝統が完全に死んでいくわけではないから、日本の総

理大臣の与党との交渉は、大統領と議会の自分の党の

幹部の関係と似てきているんじゃないかという感じが

するんです。少なくとも、昔のような党の力が非常に

弱ってきているというのが５５年体制の終焉の一つで

あると思うのです。 

 もう一つ、官邸と自民党の話で重要なことは、官邸
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と自民党の関係の中で、何が一番大きな役割を果たし

たかというと、それは派閥であったということです。

派閥は、横断的なものであったんです。だから主流と

反主流がはっきりあった時代には主流派が政権をとる。

政府の主なポストにつくと同時に自民党の主なポスト

を占める。そうしたら、政府と自民党の間に意見の違

いが起こる場合、田中派なら田中派、派閥が政府と自

民党の間の横断的なコミュニケーションをするわけで

す。これは非常に重要な役割だったんです。これも完

全に崩れてきているんです。 

 マスコミの話に触れておきます。これは皆さんを前

にして一番話しにくいことなんですけれども、５５年

体制の中で一番変わっていない、崩れていないと思わ

れるのが日本のマスコミと政界の関係じゃないかとい

う感じがします。 

 

 マスコミと政治の癒着構造 

 日本のマスコミのやり方には、時代遅れという様相

があるのではないか、という感じがします。これも５

５年体制の最中は、非常にうまくいった面もある。例

えば、「番記者制度」「夜回り」などは派閥が非常に大

きな力をもっていた時代には、派閥の主な人たちのと

ころに自由に出入りして、いろいろな情報を得るとい

うことは非常に重要であったと思うんです。 

 日本のマスコミの構造、国家の情報を得る構造には、

もう時代に遅れている部分がすごくある。いまの記者

クラブ制度が、２１世紀の経済大国としてふさわしく

ないということを、そろそろ考えるべきではないかと

思うのです。 

 それと、番記者たちが夜回りして、相手の政治家の

機嫌をとらないと、門前払いされたり、なかなか情報

が得られなかったりする。この癒着構造を、もうそろ

そろマスコミの方からやめた方がいいのではないかと

僕は思います。 

 朝日新聞とＮＨＫの事件が一時は新聞に大きく出た

のに、最近、ライブドアとか、もっとおもしろい話が

いっぱいあるから、消えてしまったようです。その事

件そのものについて、ここで意見を述べるつもりはな

いんですが、これが日本のマスコミと政治の、より根

本的な問題の一つのあらわれではないかと思うのです。 

 番組を放送する前に、一応重要な政治家に、こうい

うことをやるんだと…。別に許しを得るためではない

んだけれども、相手の顔をみて、あまりにも嫌な顔を

されるんだったら、考えよう、ということが当然ある

だろうと思うのです。それこそ、「非公式な調整メカニ

ズム」がそこで働いているわけですよね。 

 

 「うちのおやじ」って誰？ 

 しかし、これ、ＮＨＫの問題だけではない。日本の

マスコミには、多かれ少なかれ、こういうことはある

んですね。番記者がただ情報を得るだけではなくて、

政治家に情報を提供したりもするということもよくあ

ったことでしょう。昔、ある政治記者、結構偉い人と

一緒にお酒を飲んだとき、ほかの記者もいて、その人

が長い間どこかの派閥の担当をずうっとしていて、お

酒を飲んでいるときに「うちのおやじ」「うちのおやじ」

といっているんです。一体だれの話かと思ったら、そ

れは彼がカバーしている派閥の長のことなんです。 

 ジャーナリストが派閥の親分を「うちのおやじ」と

いうのはとんでもないはずなんだけれども、「おれは派

閥の親分に近いんだ」ということを若いほかの政治記

者たちにみせつけたかったのだと思うんです。ああい

う「うちのおやじ」という人は政治記者の資格はない

と思うが、そういう番記者が少なくなかった。さすが

に「おやじ」と呼ぶ記者は最近あんまり見当たらない

が、番記者と政治家の癒着構造がなくなったわけでは

ない。 

 それから記者クラブという制度は、一つの「情報カ

ルテル」ですよね。情報カルテルをいまの日本が守る

べきなのか、非常に疑問に思う。記者クラブというの

は、官僚とか政治家が出したい情報を受けて、書いた

り直したりして新聞に出すのが役割なので、国会の出

先機関という様相もなくはない。 

 それと記者クラブ制度があるからこそ、非常に形が

曲がった情報システムになっている。例えば、週刊誌

は、記者クラブに入っていなくて、記者クラブに入っ

ている新聞記者がペンネームを使って雑誌に物を書く。

新聞で書けないことを雑誌に書くんだけれども、だれ

から得た情報かはいえないから「自民党のある首脳に

よる」と書いたりする。このような覆面情報源（アノ

ニマスソース）が、日本の政治情報の中にはあまりに

も多過ぎるんです。 
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 それに新聞で書けないことも雑誌で書くけれども、

自分の名前が使えない。もうそろそろこのようなシス

テムをやめた方がいいのではないかなと思う。５５年

体制のいろんな関係が崩れてきているんだけれども、

どうしてマスコミと政界の関係だけがあまり崩れない

のかと思う。 

 しかし、今回日本に来て朝日新聞とＮＨＫの事件を

新聞でみて、ああ、日本の５５年体制の中のマスコミ

と政治の関係もいよいよ崩れ始めたかなとみています。 

 プレスというのは、政治家とかニュースソースに対

して一種の緊張感がないといけないし、懐疑的な目で

モノをみるのがプレスマンにとっての重要な姿勢でも

あると思うんですが、「記者クラブ」「夜回り」「番記者

制度」がある限り、なかなかそうはならない。 

 もう一つ、僕、日本の新聞を読んでいて、前から気

になっていることがあるんです。カギカッコを使う場

合は、引用されている中身が正確でなければならない

ですよね。しかし、どうも日本のマスコミは、正確に

だれかがいったことではなくて、大体その意味（一種

のパラフレーズ）をカッコ内に入れるんですね。 

 ですから、同じことについて朝日、読売、毎日を読

むと、小泉さんがいったこととか、だれかがいったこ

とについて、少しずつ違うということが、昔ほどでは

ないにせよ、ありますね。 

 だから、新聞記者が誰かの発言を引用する場合、「そ

の人がいわんとしたことはこういうことである」とい

う風に、記者が推測して書いているような気がする。 

 これもジャーナリズムとしてはあるべきことではな

いですよね。相手の言葉そのものでないのだったら、

カッコをつけてはいけないんですよね。しかし、つけ

ている場合が結構あると思うんです。 

 きょうはマスコミの方々の前で話ができるというこ

とで、いろいろ考えたんですけれども、やっぱりこう

いうことを話した方がいいかなと思ったわけです。 

 ５５年体制がうまくいっていた（the system worked）

というところの中に、マスコミもすごく大きな役割を

果たしていたと思うんですが、現在は the system 

doesn't work anymoreというわけで、マスコミと政界

の関係もそうだと思う。ジャーナリズムの中でいろい

ろ変化しようとしているところもあるのはわかります

けれども、しかし今の日本の記者クラブ制度、まずこ

れを廃止して、記者クラブを登録制に変えればどうか

と思う。だれでも登録すれば記者クラブに参加できる

という登録制です。韓国が最近そうしたと聞きますが、

韓国は多分、日本から導入した記者クラブ制度を廃止

して、いま登録制にしているようです。 

 方法はいろいろあるでしょうけれども、情報カルテ

ルをつぶして、もっと新聞記者が自由に情報を得られ

るようなシステムに変わるべきだと思う。 

 僕は最近、若い新聞記者とつき合うチャンスが昔の

ようにはなくなったのですが、少しはあるんです。若

い記者の中にも、このシステムは嫌だという人は結構

増えているんです。夜回りして、いわゆる「偉い」と

称する政治家のところへ行って、政治家が入ってきた

ら起立をして…何かみじめな気持ちになるという話を

聞くこともあるんですね。 

 新聞記者も含めて、日本人の価値観が変わってきた。

そろそろ日本の「マスコミと政治の５５年体制」の特

徴がなくなる方向にいくだろうと思うし、できるだけ

それが早くいった方がいいんじゃないかな、という感

じがします。 

 

 経済界も多様化した 

 財界と自民党の話も、いままで話したのと同じこと

なんです。昔、僕は日本の財界について研究したこと

があるんだけれども、そのとき、日本の財界人に会お

うと思えば、だれに会えばいいかわかったわけです。

四天王がいましたね。新日鉄の永野さんとか、４人い

たんですよね。僕は皆会ったし、経団連は財界が集ま

る場だったのです。 

 それが、高度成長時代の一つのあらわれだと思うけ

れど、いまの日本にはフジテレビの日枝会長もいれば、

ライブドアの堀江さんもいる。日本の「財界」はどこ

にあるかわからないような状態になった。日本の経済

界がより多様化した。昔のようなシステムがうまく機

能するはずがない。 

 この間、お茶の水のどこかで、講演に行って早く着

いたから喫茶店に入ったんです。その喫茶店の窓のそ

ばに座って外を眺めていたら、目の前に大きな立て看

板があった。千代田警察署が出したものだったのです

が、「マナーからルールへ」というタイトルだった。ボ

トルをポイ捨てはいけない。歩きながらたばこを吸っ
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て、その吸い殻を道に捨てることはいけない。ポスタ

ーを壁に張ることも禁止されている。それで、平成１

１年１０月の法律の改定によって、このことに違反す

る人は罰すると書いてあるんです。僕は日本の社会が

「マナーからルールへ」大きく変わりつつあると思う

んです。 

 マナーというのは、非公式な調整メカニズム。相手

の顔をみて自分の行動を決める。いわれなくても、ル

ールがなくても、どうすればいいのかわかる。フォー

マルな場では行き詰まるから、インフォーマルな場で

話し合う。これが日本の伝統的なマナーであって、こ

れがなくなるのは、ある意味非常に寂しい。僕は自民

党の黄金時代を知っていてよかったなと思うんですよ。

楽しかったし、おもしろかった。いまよりもおもしろ

かったかもしれない。 

 

 「ルール時代」のルール作り 

 しかしマナーから、はっきりした透明なルールに基

づいて社会の行動が行われるというのが時代の必要な、

あるべき流れでしょう。そのような時代の流れを認め

て、どういうルールをつくればいいのかということを

議論する必要があると思う。 

 そのように考えていくと、５５年体制は政治体制と

してだけではなくて、日本の一つの社会構造、日本の

文化としてみることができる。その大きな変化の一つ

のあらわれとして、５５年体制が崩れて、小泉さんみ

たいな人が総理大臣になり、ひょっとしたら野党の民

主党が政権党になるかもしれない。あるいは金融庁が

できて、昔のように銀行の中に「ＭＯＦ担」、いわゆる

大蔵省を担当する専門家がいなくなる。これが全部同

じ時代の変化であって、そういう意味では、僕は日本

はある意味で非常にいい方向に動いていると思うし、

非常におもしろい国であると思うんです。 

 昔のようなおもしろさは確かにない。昔、僕は政治

家に会うのがすごく楽しみだった。おもしろい人がい

っぱいいました。いまはそうじゃない。しかし、日本

はいま、非常におもしろい転換期にあるのではないか、

そういうふうに思っています。 

 

質 疑 応 答 

 

内藤頼誼（朝日出身） ５５年体制から今日までの分

析、非常に興味深く、９０％同感できると思います。

こういった日本の変化は、アメリカの政府からみて、

同盟関係の強化にプラスなんでしょうか。それとも、

時間はかかったけれども、一応約束を果たしてくれた

５５年体制の日本政府の方が好ましいんでしょうか。

つまり、日本の変化が日米関係にどう影響するか。さ

らにいえば、アメリカがもう一度テロ攻撃を受ける可

能性があるとお考えなら、その場合のアメリカの対応

と、それが日米関係に及ぼす影響をどういうふうにお

考えになりますか。 

 

 日本の変化と日米関係 

カーティス アメリカの政府が日本の変化をどうみて

いるかについていうと、彼らは多分、僕がきょう話し

たことについて、それほど興味がないだろうと思う。

アメリカ政府が「日本の変化」としてみているのは日

本の世論が右傾化しているというより、現実的になっ

ているとみているだろう。日本はより大きな軍事的な

役割をアメリカとともにできるようになりつつある、

という期待感がブッシュ政権にあると思うんです。 

 最近フジテレビの「報道２００１」にパウエル前国

務長官が出て、日本は憲法９条を変えるべきだという

ことをいったんです。変えるかどうかは日本人が決め

ることなんだけれども、日米関係にとって一つの障害

になっているようなことをおっしゃったんです。前に

もアーミテージが同じことをいった。そのとき、パウ

エルも似たようなことをいった。日本のテレビに出て、

そのことをいったのは、それをいっても大きな反発は

ないと読んでいるからであることは間違いない。日本

はそういう方向に動いている。これがすごくいいこと

だと彼らは思っている。これはいまのブッシュ政権だ

けではなくて、民主党の主なリーダーたちも全く同じ

はずです。 

 

 アメリカも変わった 

 いまのアメリカの外交を、「ブッシュだからこうだ」

と誇張しないほうがいいと思うんです。これがアメリ

カなんです。よかれあしかれ、これがアメリカの姿で

す。やっぱり９・１１のテロ事件が与えたショックと

影響がすごいものであったと思うのです。アメリカは
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いつやられるかわからない、その恐怖感がすごくある。 

 ほかの国は、自分の領域内で戦争したことがあると

いうのがほとんどなんだけれども、アメリカは外国か

ら侵略されたことがほとんどないんですね。真珠湾は

ハワイで本土ではない。それは軍事施設に対しての攻

撃であったんだけれども、９・１１では、ニューヨー

クのど真ん中にあるウォールストリートで普通の人た

ちが働いているところが攻撃されたのです。これは大

変なショックで、それに対してアメリカ人のモノの考

え方が大きく変わったと思うんですね。 

 ブッシュのやり方は特に下手で傲慢です。しかし基

本的な戦略は、ジョン・ケリーが大統領になったとし

ても、ほとんど変わらなかったと思うんですね。  

 その中で、一つ重要なポイントは「同盟国」という

言葉に対してのアメリカ人の定義が、あの日で変わっ

てしまったということ。戦後のアメリカの同盟国とい

う言葉の定義は、「アメリカが助ける国」という意味だ

ったんです。韓国が侵略されないためにアメリカが助

ける。日米安保条約は、日本を守るためにつくる。ア

メリカを助けるのが同盟国の義務であるということは、

あまり考えていなかったんですね。ロサンゼルスが侵

略されるから、韓国軍に来てもらうということはだれ

も考えないわけですよね。 

 しかし、９・１１以来、同盟国というのはお互いに

助け合う国であるということが常識になっている。こ

れはアメリカにとっての新しい常識なんです。それが

アメリカの同盟国にとっては大変難しい問題を起こし

ているわけです。とりわけ日本にとってはそうだと思

うんです。憲法はこうだとか、安保条約はこうだから、

アメリカがやろうとすることは「理解はするが支持は

できない」という伝統的な日本の対応をしたならば、

いま日米関係は大混乱、大危機になったと思うんです。

ですから、そういう意味では、いまのアメリカとつき

合うのは、いままでにないほど難しい。 

 しかしアメリカ、特にブッシュ政権は日本の変化に

対して過剰な期待を持っていると僕は思うんです。憲

法９条がそろそろ改正されるし、日本はいわゆる「普

通の国」になって、より大きな軍事的な役割を果たす、

という過剰な期待です。過剰な期待は過剰な絶望感に

変わり得るのです。 

 

 右へ「漂流」している日本 

 もう一ついっておきたいのは、日本は右傾化をして

いるというよりも、どうも右の方に漂流（ドリフティ

ング）しているのではないかということ。「こういうビ

ジョンがあり、こういう戦略がある。だからこっちに

いこう」というのではなくて、アメリカがこういって

いるから、ついていく、そのうちにだんだんと右の方

向に漂流していくというのがいまの日本の外交なので

はないかという感じがします。 

 ですからいまのアメリカの政権、アメリカの政界は、

日本は大きく変わりつつあって、それがテロリズムと

の戦いにおいて、また中国とのバランスをとることに

おいて、より大きな軍事的な役割につながって、アメ

リカにとってはいいことだというふうに考えていると

思います。僕は非常に困ったものだと、個人としては

そう思っているんですけれども、これは共和党、民主

党、あまり関係ない。アメリカの現状だと思います。 

 

ゲプハルト・ヒールシャー（功労会員） いま、小泉

政権について、珍しく評価したような発言がありまし

たが、その小泉政権の一つのねらいは、国連安保理の

常任理事国になりたいということです。いまのブッシ

ュ政権は、どれほど日本の安保理常任理事国入りを支

持する用意があるのか。 

 

カーティス 印象だけですけど、ブッシュ政権として

は、やっぱり日本が安保理の常任理事国になるのは歓

迎ですね。どこまでそのために働くかはわかりません

けれども。というのは、日本の問題だけならば何とか

するでしょうけれども、日本の問題だけではないので、

いま、ブッシュ政権がそのために何かを一生懸命やる

とは思わないんです。しかし、もちろん反対じゃない

し、どっちかといえば、日本が常任理事国になれば、

アメリカを支持する国がもう一つふえるというふうに

思っているので、それは支持していると思うんです。 

 最初におっしゃったことについて申しあげたいんで

すけれども、何か珍しく小泉さんについてポジティブ

な評価の言葉があったようだ、といわれたんですけれ

ども、僕はそうなんです。 

 僕は４年前に、彼が総理大臣になった後の１年、２

年ぐらい、結構批判的だったし、その批判をあちこち



 11 

で書いたんです。というのは、９０％に近い支持率を

持っているのだから、もっと大胆なことができると思

っていたし、自民党を変えるかつぶすかというならば、

つぶせば、自分はより強くなるような環境もあった時

代だった。しかし、そのとき、彼は言葉だけで、本当

にそのことをやろうと思っていなかったのがみえみえ

で、批判的だったんです。 

 

 小泉さんの「破壊」を評価 

 しかし、いまになって、そんなに批判はできるだろ

うかと思い始めて、現在は小泉評価に変わってきてい

るんですね。というのは、一つは、どの国にとっても

長期政権というのは何か結果があらわれるんです。で

すから彼が２年でやめたならば、日本の歴史には残ら

ない。「珍しい、カリスマ性のある『変人』」としてし

か残らなかった。成果は何もなかった。いまでも、ど

れほど成果があるか、いろいろ疑問はある。 

 しかし例えばきょう話したような、日本の制度、政

策決定システムそのものがかなり変わってきたのは、

彼が長くやっているからです。道路公団とか、郵政は

最終的にはどうなるかわかりませんし、中途半端な形

で終わるかもしれない。しかし日本を変えていく、古

いシステムを壊していく、そういうことはある程度評

価すべきじゃないのかと思うんですね。だから彼の役

割はシステムを構築するというよりも、古いシステム

を壊すということだけかもしれません。 

 これはまた僕のマスコミ批判に聞こえるかもしれな

いけれども、小泉さんが総理大臣になって最初の１～

２年は、とにかく日本のマスコミは彼を神様みたいな

扱いをした。何であんなに褒めなければならないのか、

とずうっと思っていたんです。それが、いつの間にか

褒めるどころか批判ばっかりをするようになった。何

かバランスが欠けているような気がします。 

 

和田正光（日経出身） 中国でいま起きている状況と

いうのは、一体何なのか。猛烈に成長し、覇権は目指

さないというけれども、とにかくどんどんのしている。

そのことは、日米関係にどう響くんだろうか。つまり、

アメリカの関心も、どうしたってあの１３億人を超え

たものに目を向けざるを得なくなってきて、日本への

関心というものが相対的に薄れていくんじゃないかと

いわれております。 

 

 米中関係の矛盾 

カーティス アメリカは中国に対しては、二重人格と

いうか、全く矛盾している気持ちがあるんです。経済

面では、中国とより密接な関係を持とうとする一方で、

政治関係では、中国は潜在的な脅威であるというふう

にみているんです。 

 経済面では、マーケットは大きいし、成長が高いか

ら、低迷している日本よりも中国に対しての関心が圧

倒的に強いことは間違いない。しかし、同時に、だん

だんと大きなパワーになる中国に対して、日本がより

軍事的な役割を果たすべきだという意見も、いま、特

にブッシュ政権に非常に強くあるんですね。 

 いまのブッシュ政権の中国や東アジアの政治に対し

ての発言には、非常に矛盾を感じる。西ヨーロッパが

中国に武器を売ることに対して反対するのは分かるが、

中国がより大きな軍事パワーになることに反対しなが

ら、日本がより大きな軍事的な役割、パワーを持つべ

きだというブッシュ政権の立場は危険だと思う。 

 日本がブッシュ政権が望んでいる方向にいけば、そ

れに対してまた中国が反発して、軍拡競争につながる。

日米両国にとって、これからの対中政策はきわめて難

しいと思うが、日本がリーダーシップをとって、中国

と建設的な戦略対話を進めるべきだと思う。アメリカ

は中国に対しては、経済的には非常にエキサイティン

グな気持ちでやろうとしているんですけれども、ブッ

シュ政権の中には、経済よりも安全保障やアメリカの

ヘゲモニーを考える人がすごく多いのです。 

 ブッシュ政権の中のネオコンが考える民主主義の拡

大、これが中国との関係において大きな問題になりか

ねない。中国が民主主義国にならないと、（アメリカと

の）いい関係はできないという発想が非常に根強い。

この点で、中国の民主化についてのいろんなプレッシ

ャーをかけるようになれば、当然それに対しての反発

もあり、米中関係が悪くなる方向にいく可能性もある

と思うんです。中国が民主主義国になるのが望ましい

が、外圧でもって民主化をさせようとするのは、ただ

日米と中国の間の緊張を高める結果になる恐れがある。 

 しかし中国市場にはものすごく関心があって、最近

の新聞には日本のことはほとんど出ていなくて、中国
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についての記事が非常に多いことは事実です。 

 同時に、いまの中国にとって、アウトソーシングの

問題とか、人民元の切り上げの問題とか、これは２０

年前の日本に対してのアメリカの批判と非常に似てい

る。同じように、２０年前に、日本はこのままでは世

界を支配する、世界の一番大きな経済大国になるとい

うふうに思い込んでいたんです。 

 いまは中国がそうだ。高度経済成長時代は必ずいつ

か終わるし、中国のような国はいろんな社会問題や政

治問題があって、いつまでもこの調子でやるというこ

とを考えない方がいいと思うんだけれども、いま、そ

ういう意味での中国に対しての過剰なエキサイトメン

トがありますよね。 

 

木村伊量（朝日） 小泉政治の評価についてですが、

先生がおっしゃったように、小泉さんのもとで５５年

体制の古い調整メカニズムが終わりを迎えている、こ

れはそのとおりだと思うんです。 

 しかしながら、先ほどのお話にもありましたように、

ひょっとしたら小泉さんが、自民党というものに代表

される古いシステムを延命させていることになってい

るのか、それとも、小泉さんということを味わって、

もう逆戻りはできないのか。いまのままいけば、小泉

さんは自民党の総裁としての任期が来年の秋には切れ

る。では、小泉さんの後となった場合には、この調整

システムというメカニズムがどっちの方へ向いていく

んだろうか。また、もとのもくあみになっていくんだ

ろうかということをお尋ねしたいと思います。 

 それから、これは質問というより意見なんですが、

確かに先生がおっしゃるように、プレスと政治の関係、

とりわけ記者クラブに依存したような問題であるとか、

それから情報源、とりわけ政治家との距離の緊張感の

薄さみたいな話は、先生のご指摘のとおりだと思いま

す。 

 ただし、こういう時代であればあるほど、インフォ

ーマルなものをきちっととらえていくということは、

我々ジャーナリズムに籍を置く者としては非常に大事

なことなのではないか。 

 私は、先生とは少し意見を異にします。いまのシス

テムが変わろうと変わるまいと、夜回りを中心とした

インフォーマルな情報収集活動というのは、とりわけ

インターネット時代であるとか、情報が非常に流され

ている時代であればあるほど、付加価値の高いインフ

ォーマルな情報を集める努力というのは我々の使命で

はないか。そのインフォーマルな情報を集めて、さら

にこれを公共のためにどう使えるかということに問題

があるのであって、そこのところは少し違うのかな、

と思います。 

 また先ほど先生のお話で情報カルテルということが

ありましたが、日本のジャーナリズムだけがよくやり

玉に上がります。ではアメリカはどうなのか。 

 ホワイトハウスを担当したこともありますが、ホワ

イトハウスこそ、まさに情報カルテルの最たるもので

はないか。今度のイラク戦争についての情報の管理な

んかをみても、日本だけがやり玉に上がるのは、少し

公平さを欠くのではないのか。分析力のすぐれたカー

ティス先生にしては、ややステレオタイプ化された批

判ではないかというようなことで、よろしくお願いい

たします。 

 

 「逆戻り政権」は短命 

カーティス まず、小泉さんの後、自民党は逆戻りす

るか、もうもとに戻れないのかという質問ですが、逆

戻りする可能性はあるんですね。だれが総理大臣に選

ばれるかによって、逆戻りすることはあり得ると思う

んですけれども、間違いなく、その逆戻りする政権は

非常に短命ですぐにだめになる。 

 ですから、古いタイプの政治家が総理大臣に絶対な

れないとはいい切れない。森喜朗さんは古いタイプだ

ったですし、彼は６０年代だったら、もっと長く総理

大臣を務めることができたかもしれないけれども、そ

ういう方が長く政権を持つということはあり得ないと

思います。 

 ですから、小泉さんの後に（名前はいわないけれど

も）逆戻りをしようとするというか、逆戻りに使われ

る人が総理大臣になる可能性はあると思うんですが、

そうしたら日本の政治はおもしろくなると思うんです。

もう国民の支持が急速に減って、この人をかえないと、

また次の総選挙でだめだということになって、また総

理大臣をかえたりして、混乱期に入って、日本の政治

がそのうちいい方向に変わっていくと思います。 

 ですから、結論をいえば、逆戻りはできない。それ
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は小泉さんがいろいろこういうふうにやってきたから

ではなくて、僕の分析が間違っていなければ、日本の

社会が、この５０年でこういうふうに変わってきたか

らなのです。逆戻りしようと思っても、それを支持す

る基盤がなくなってしまった。 

 日本のジャーナリズムについてですが、僕はきょう

日本のプレスの問題を取り上げたんですけれども、こ

れは日本だけが問題ではなくて、アメリカのプレスも、

いままでないような問題が出てきている。「ジャーナリ

スト」と自称する人で、客観的な立場を守ろうとしな

い人はアメリカでは大変ふえている。 

 アメリカのプレスの問題はいくらでも批判はできる

んですが、きょうは、アメリカのプレスの話ではなく、

日本だけを取り上げたんです。 

 ホワイトハウスには、確かにカルテル的な、閉鎖的

なものがあるんですが、ホワイトハウスにそれがある

からといって、日本が全然変わる必要がないというこ

とではないでしょう。日本は日本なりの問題があるん

だということを認めたうえで、どうすればいいのかと

考える必要がある。そうした上で「アメリカも考える

べきだ。見習うべきだ」というぐらいに日本がやれば

いいと思う。 

 僕も、きょうの話の準備をしているときに考えてい

たんだけれども、きょうの僕の話では、インフォーマ

ルなものが全部だめだというように聞こえる恐れはあ

ると思うんですが、僕はそうは思わない。 

 インフォーマルなつき合いは大事だと思うんですね。

しかし、「インフォーマルな調整メカニズム」はやって

はいけない。例えば新聞記者が政治家とのインフォー

マルな関係を作って情報を得るということはいまでも

重要だと思う。しかし、どういうふうにして癒着構造

をなくすことができるか、新しい形のインフォーマル

なコミュニケーションを持ち得るか、こういうことを

考える必要があると思うんですね。 

 夜回りのシステムそのものが僕は非常に問題じゃな

いかなと思う。これがインフォーマルというよりも、

英語でいうincestuous（近親相姦的）なんですね。 

 例えば、政治家のうちを訪ねて、いない間、奥さん

から何か飲物をもらって、皆そこで話し合って、昼寝

でもする。それこそ「うちのおやじ」みたいな顔をし

て、いわゆる「偉い記者」が入っていく。こういうの

はやっぱり時代遅れだと思う。やっちゃいけないこと

だと思う。聞くところによれば、こういう付き合いは

少なくなってきたようだが、まだあるとしたら、その

存在は、おかしいといわざるを得ないと思う。ほかの

形でインフォーマルなコミュニケーションはあり得る

と思うんですね。  

 インフォーマルなつき合いは、アメリカでも、ワシ

ントンにいる新聞記者がパーティーに呼ばれて上院議

員と話をしたり、あるいはレストランで一緒に食事を

したりすることはあるんです。 

 しかし日本ではまずグループで夜回りをする、各社

が人を出す、あるいは相手にお世話になる、ごちそう

になる。もっとドライな関係を持つことで、情報を得

にくくなる面もあると思うし、おもしろくない面もあ

ると思う。しかし、このままで夜回りがずうっと続い

ていくとすれば、日本のマスコミのやり方は時代に合

わず、硬直しているような気がします。 

  

内藤茂（ＮＨＫ出身） いまの話ですと、ジャーナリ

ズムを除いて、改革ということが、かなり具体的にス

テップアップしてきているというお話になりますけれ

ども、最近の日本は親が子どもを殺すとか、子どもが

親を殺すとか、社会全体が崩壊してきているような現

象が一方にありますね。 

 それともう一方では、ライブドアのホリエモン氏の

ように、株を制覇して地位を支配するという動きもあ

りますね。日本の文化というものからいいますと、お

金もうけよりも事業を起こすことの方が大事だという

のが、日本のいままでの企業のあり方なんですね。こ

ういう企業にまつわる文化というものが、これは一体

どういうふうに向かうかという基本的な問題もあると

思うんです。 

 

 カーティス 僕、アメリカ人なんです。アメリカは

ニューヨークで生まれて育ってきた人間です。僕がい

ま住んでいるハーレムの近くでは、学校に行くと、子

どもがピストルを持ってくることがよくあるから、皆

チェックされるわけです。これがアメリカのよくある

姿です。日本でたまにはひどい事件が起きるとしても、

「人間社会では変な事件が起きるものであって、そん

なに大騒ぎすることないんじゃないか」と思う反面、
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いままであまりないようなことがしょっちゅう起こる

ようになったことは確かなので、日本の過去と比較す

るか、ほかの国と比較するかによって、結論が変わっ

てきますね。 

 例えば日本の義務教育は、制度として、アメリカよ

りはるかにすぐれていることは確かです。また学校も

アメリカのハーレムやワシントンＤＣの小学校よりも

はるかに安全です。しかしそういうことを考える日本

人は少ない。とにかくうちの子どもが殺されるかもし

れないと過剰な反応を起こすのがいまの日本人。この

間、ＮＨＫかどこかでみたのですが、小学校でもしも

事件があった場合にはアラームが鳴るから、生徒はこ

ういうふうに逃げればいいとか、子どもたちが怖くな

るようなことを訓練させるわけですね。どうかなと思

うんですね。 

 インフォーマルなコーディネーションメカニズムが

崩れるということは、いろんな意味で悪い影響もある

のであって、日本の犯罪率が上がる。それに対して、

新しい対応策を考えなければならない。そういう時代

になってしまったことはしようがない。 

 特に１０代の人たちの犯罪が非常にふえているのは

気になる。外国人の犯罪もふえているんだけれども、

どうも日本では、犯罪がふえているのは中国人が多く

いるから、と思う人が多いようだけれども、そういう

ことではなくて、日本の社会構造そのものが大きく変

わってきているということです。 

 それでも僕は、東京に出てきて、夜、友達とお酒を

飲んだ後、半分酔っぱらっていても、一人で全然心配

しないでうちに帰れるというのは、やっぱり日本は安

全だなと思う。新聞記者の友達にそのことをいったら、

「いま日本ではおやじ狩りがあるから気をつけろ」と

いわれた（笑）。だんだんとニューヨークにいるような

気分になってしまった。 

 

 文化は変化する 

 それで、日本の文化の話。文化は絶えず変わるもの

です。明治時代の日本では「日本の文化があるから日

本はだめだ」と非常に悲観的な目でみるビジネスマン

が多かった。 

 「アメリカ人は、朝から晩まで一生懸命働いて、お

金を貯金して、ディシプリン（規律）が非常に強い。

日本人は怠け者だ」と東京芝浦電気の重役が昔アメリ

カに行って帰ってきて、どこかの雑誌でそういう記事

を書いたのは非常に象徴的です。終身雇用制だって、

戦後になって初めてシステムとして定着するんですよ

ね。 

 文化は絶えず変わるものではあるが、一夜で変わる

ものではない。例えば、何でもお金がものをいう、お

金さえあれば何でもできるんだという人があらわれて

も、ある程度成功するかもしれない。しかし、社会が

そういうような価値観を受け入れるような社会でなけ

れば、そのうち絶対に失敗に終わっちゃう。 

 堀江さんが心配しなければならないのは、ニッポン

放送の買い占めに成功しても、日本の経営のやり方を

完全に絶った形でやろうとすると会社はだめになる。

だめになれば、株もバリューが減って、自分も最終的

には損をする。 

 ですから、僕は、ああいう人が出てくるのは決して

悪いことではなくて、日本の古い体制に対していい薬

だと思うが、日本がこのままで、いわゆる「アメリカ

的」な経営システムに変わっていくとは思わない。 

 日本の文化は古いし根が深いから、ああいう若い人

が出てきて、お金で敵対的な買収をしようと思っても、

それは日本の社会をおもしろくすることであって、こ

れで日本の文化がだめになると考える必要はないんじ

ゃないかな。僕はそうみてます。 

  

菱山郁朗（日本テレビ出身） ５５年体制の崩壊の大

きなきっかけになったのは、政治改革という名のもと

で行われた選挙制度改革だと思うんです。いわゆる中

選挙区制から小選挙区比例代表並立制に変わって、何

回か選挙が行われました。 

 この選挙システムは日本にとってよかったのか悪か

ったのかという見直し論が一時ありましたけれども、

最近あまりない。選挙制度というものが、もう一回日

本の政治の土壌の中で見直される可能性があるという

ふうにお考えかどうか。 

 もう一点は、中選挙区制論者である公明党がいまや

政権の座について、もう５年ぐらいたちます。極めて

ユニークなというか、日本の政治の中で果たしてきた

大きな役割というのは当然あったと思いますし、いま

もあると思いますが、一方では、非常に現世のご利益
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追求主義といいますか、「いまがよければ」的な体質が

あって、与党の中でそれなりの存在感は示していると

は思いますけれども、公明党・創価学会というのは非

常に異質な政党ではないか。 

 そして、マスメディアに対して非常に戦略的な対応

をして、新聞もテレビもラジオも、一部週刊誌メディ

アを除くと、あまり大きな公明党・学会批判ができな

いような状況になっているというふうに私はみていま

す。その公明党の存在感なり役割なり現状について、

どういうお考えなのか。 

 

 政治を変えたのは選挙制度ではない 

カーティス まず選挙制度のことですが、日本の政治

改革の中で、一番５５年体制をだめにしたというか、

日本の政治を変えたのが、選挙制度のことだというこ

とですけれども、僕はそう思わない。 

 僕は、日本の政治が大きく変わってきたのは、あま

り選挙制度と関係ないと思っています。例えば派閥の

衰退は、中選挙区制のもとでも始まっていたし、中選

挙区制度を変えなくても、派閥の力は弱ったと思うん

です。 

 それと、個人後援会、特に地方の議員、県会議員、

町会議員が自分の組織の中で重要なポジションにあっ

て、それが票をまとめてくれるというシステム、それ

こそ『代議士の誕生』で描いた日本的選挙運動のシス

テムで、これは中選挙区制のもとでも随分崩れていた

んです。 

 要するに、地方の名望家、特に地方議員が票をまと

める力が、いろいろな理由でなくなったし、いろんな

利益団体がまとめる力も随分衰退してきた。 

 中選挙区制度は何が一番問題だったかというと、同

じ選挙区から数名の同じ政党の候補者が出たから、党

内の争いが非常に激しくて、皆個人の後援会に頼って、

党組織が全然働かないシステムだったということ。 

 僕は、９０年代に中選挙区制度を変えなければ、い

まごろ自民党が１つの選挙区から１人以上の候補者を

出せる選挙区は、田舎では幾つかあるんでしょうけれ

ども、ほとんどなくなったと思うのです。そうしたら、

緩やかな多党制のシステムになった可能性が、中選挙

区制度のもとでも十分あり得たし、そういう緩やかな

多党制というのが、日本の社会に、二大政党制よりも

合っていると思います。 

 二大政党制になると、特に日本のような、大きな亀

裂のない社会の場合、必ず似たような立場をとること

になっちゃうんです。しかし、多党制となると、より

微妙な違いが反映されるわけですよね。それは日本の

社会にはよりいいと思うので悪いとは思わない。 

 しかしまず９３年の頃は中選挙区制度を一度廃止し

なければ、もう日本の政治はよくならないという神話

を、みんな宗教みたいに信じていたわけですね。小選

挙区制度になれば、日本の政治がよくなる、そういう

信者が多かったから、一度廃止しなくてはならないと

思っていたんだけれども、いまは、再び選挙制度を変

えようというエネルギーも勢いも全くないです。考え

てみれば、いま２０代の有権者は、自分がまだ小学生

のときに中選挙区制度が廃止されたんです。 

 ですから、我々みたいな年をとっている人たちは、

日本の政治といったら中選挙区制度が非常に大きな意

味を持つけれども、若い人たちは、中選挙区制度とい

っても、「それ、何？」と聞かれるのです。 

 問題は、現在の制度でずうっといくのでしたら、本

当に二大政党になるのか、それとも公明党がキャスチ

ングボートを持つようなシステムになるのか。いまの

制度はドイツに非常に似ている。ドイツの政治の特徴

というのは、ツープラスシステムなんですよ。フリー

デモクラティックという政党が、あるときは保守党を

支持、あるときは社民党を支持する。日本もそういう

方向にいく可能性はあるんですね。 

 ですから、僕はいま、日本の政治の中で一番おもし

ろいと思うのは、公明党の中の戦略論争です。あくま

でも自民党と手を握ってやろうとする人たちと、自民

党とはだんだんと離れて、よりフリーな立場に立つべ

きだという意見と、結構割れているようですね。 

 自民党とずうっと抱き合っていくと、自民党が政権

を失えば心中することになるんですけれども、自民党

から離れると決めてしまうのも難しい。 

 ですから、もし公明党が自民党からちょっと距離を

置いて、民主党が政権をとった場合、民主党ともつき

合えるようになるならば、次の２つの政策が自民党と

公明党の間で問題になる。政策の違いがあるから離れ

るのではなくて、離れたいから政策に違いが出てくる。 

 その２つの政策問題というのは、憲法９条の改正問



 16 

題と、日本の社会保障の改正・改革の問題で、これは

伝統的に公明党が、いまの自民党よりも、弱い人たち

の立場、平和主義的な立場の伝統がずうっとあるから、

そこに戻る可能性はあるんです。 

 ただ、まだ公明党の中でも、どういう戦略をとれば

いいのか、はっきりコンセンサスがないようだし、あ

とは池田大作氏がいない創価学会になった場合、それ

が公明党にどういう影響を与えるか、非常に重要な時

期が来ると思うんです。 

 僕は前に創価学会の地方の組織というのを回ったり

して調べたことがあるんですけれども、創価学会の中

には、公明党の存在そのものに対して疑問を持つ人は

結構います。本当の宗教団体としてやるんだったら、

政党とは関係を持たない方がいいという意見がふえる

かどうか。これは池田さんの後の問題であるけれども、

確かに日本の一つの政治の見どころは、これからの公

明党の戦略であると思います。 

文責・編集部 

 

 


